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今後の方向性

今年度の事業実績・効果を踏まえ、2027年に予定されているリニア中央新幹線の開業に向け、

リニア中央新幹線長野県駅とのアクセス（二次交通）のあり方を次年度以降検討していく。

備考

事

業

実

績

･

成

果

事 業 実 績 事 業 の 成 果 評 価

○上伊那地域振興局及び南信州地域振興局が連

携して実施した。

○各種データの収集・整理及び専門的事項に係る

アドバイス業務については、外部に委託して行い、

業務の効率化を図った。

・中央コンサルタンツ(株)飯田事務所

・平成30年11月１日～平成31年３月13日

・方面別・交通手段別利用者数の試算

・現況の交通サービスの評価

・想定されるアクセス手段の評価

をとりまとめ、リニア開業後に望まれる

アクセス手段の基本的な考え方を整理

した。

合　　　　　　計 1,034,160

リニア中央新幹線長野県駅と

のアクセスに係る調査事業

アクセスのあり方検討業務

の委託、職員旅費等

1,034,160

成果目標

（成果指標）

リニア中央新幹線長野県駅とのアクセスのあり方を検討するに当たり、必要となる各種データ等

の提供

事

業

費

等

事業を構成する細事業名等 実施内容 計画（実績）額

事

業

の

概

要

等

目 的

（目指す姿）

2027年に予定されているリニア中央新幹線の開業に向け、リニア中央新幹線長野県駅とのアク

セスのあり方を検討するに当たり、必要となる各種データ等の収集・整理と分析を行う。

現 状 と

課 題

2027年に予定されているリニア中央新幹線の開業に向け、リニア中央新幹線長野県駅とのアク

セス（二次交通）のあり方を検討するに当たり、必要となる各種データ等が不足している。

分析を行うに当たり、平成29年度に次の業務を行った。

○交通に関する基礎的情報の収集・整理

○交通行動に関する意向調査・分析

内 容

( 変 更 後

の 内 容 )

○先行事例の調査・分析

　新幹線駅設置に伴う交通動向の変化について先行事例を調査・分析する。

○方面別・交通手段別利用者数の試算

　各種データ・分析結果に基づき方面別・交通手段別の利用者数を試算する。

○現況の交通サービスの評価

　リニア開業後において想定される現況交通サービスの問題点等を整理する。

○想定されるアクセス手段の評価

　リニア開業後に望まれるアクセス手段の基本的な考え方を整理する。

事業期間 平成30年４月 平成31年３月

実 施 機 関 南信州地域振興局

担

当

課

企画振興課

事 業 名

リニア中央新幹線長野県駅とのアクセスに係る

調査事業

0265-53-0401

minamichi-kikaku@pref.nagano.lg.jp

地域振興推進費事業計画・自己評価書　

提 出 区 分 平成31年3月31日

整 理 番 号 課題区分 南信州地域振興局

期待以上

期待どおり

やや下回る

期待以下


